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ルバッケイほど密でないので直に区別出来る。 マルバニッケイは筆者の知る限りでは南は

トカラ列島の最南端の横桂島から更に南の硫黄鳥島まで分布 し，奄美群島，沖縄群島には未

見である。 なお北限は福岡県宗像郡の大島である。 また， 沖縄品や久米島にはヤブニッケ

イとシバニッケイの雑種と思われるものがあるがまだ花実のある標本が入手出来ない。

オキナワヤマコウパシLindera communis var. okinawensis HATS. 沖縄本島南部や

石垣島に台湾や南中国にあるホソバヤマコウバシに比し全体に毛が少なく傘形花序の総梗

が殆んどないものがある。 これを一変種と考える。 WALKER 氏の要請で本変種を調べた

ALLEN 女史はこれを種として発表する由であるが筆者は種を区別するはどの差異を見つけ

ることは出来なかった。

イトスナズル（新称） Cassytha filijormis var. Pergracilis HATS. 本変種はスナズル

に比し茎は帯黄赤色で著しく細く， 花序は短かくて2-3花をつけ． 花は小さく， 果実は

卵状楕円形で小さいので一見区別できる。

久米島の内陸の乾いた疎開リュウキュウマツ林内のオオマツバシバに寄生している。
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